
修士論文（要旨） 

2021 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもからの身体接触要求に対する 

母親の否定的感情における心理学的要因の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 山口 創 教授 

 

心理学研究科 

健康心理学専攻 

218J4053 

草川 理那 

 

 

 

 

  



Master’s Thesis (Abstract) 

January 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Psychological Factors in Mothers' Negative Emotions towards Physical Contact 

Requests from Children 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Rina Kusagawa 

218J4053 

Master's Program in Health Psychology 

Graduate School of Psychology 

J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Hajime Yamaguchi 

 

 

 

 

  



i 

目次 

第１章 母子間の身体接触に関する背景と知見 P.1～ 

1.1 子育てをめぐる日本の現状････････････････････････････････････････････････1 

1.2 母子相互交渉における身体接触の意義･･････････････････････････････････････1 

1.3 育児期の女性における心身の不調と母子間の身体接触について････････････････2 

第２章 育児期の母親に関連する心理的指標に関する知見 P.2～ 

2.1 育児不安････････････････････････････････････････････････････････････････2 

2.2 愛着－養育システム･･････････････････････････････････････････････････････2 

2.3 愛着スタイル････････････････････････････････････････････････････････････3 

第３章 目的･････････････････････････････････････････････････････････････････3 

第４章 仮説･････････････････････････････････････････････････････････････････4 

第５章 方法 P.5～ 

5.1 対象者･･････････････････････････････････････････････････････････････････5 

5.2 使用尺度････････････････････････････････････････････････････････････････5 

5.3 倫理的配慮･･････････････････････････････････････････････････････････････6 

5.4 分析方法････････････････････････････････････････････････････････････････6 

第６章 結果 P.7～ 

6.1 方法と調査対象者････････････････････････････････････････････････････････7 

6.2 一日当たりの子どもとの身体接触時間･･････････････････････････････････････8 

6.3 被接触好悪感尺度････････････････････････････････････････････････････････8 

6.3.1 数量化･･････････････････････････････････････････････････････････････8 

6.3.2 被接触好悪感の分類･･････････････････････････････････････････････････8 

6.4 育児不安尺度････････････････････････････････････････････････････････････8 

6.4.1 数量化･･････････････････････････････････････････････････････････････8 

6.4.2 育児不安の分類･･････････････････････････････････････････････････････9 

6.5 愛着－養育バランス尺度･･････････････････････････････････････････････････9 

6.5.1 数量化･･････････････････････････････････････････････････････････････9 

6.6 愛着スタイル尺度 ECR-GO ･･････････････････････････････････････････････10 

6.6.1 数量化･････････････････････････････････････････････････････････････10 

6.6.2 愛着スタイルの分類･････････････････････････････････････････････････10 

6.7 各尺度の相関･･･････････････････････････････････････････････････････････10 

6.8 子どもとの身体接触時間（分／日）と各尺度との関連･････････････････13 

6.8.1 子どもとの身体接触時間（分／日）と被接触好悪感･････････････････････13 

6.8.2 子どもとの身体接触時間（分／日）と育児不安･････････････････････････13 

6.8.3 子どもとの身体接触時間（分／日）と愛着－養育バランス･･･････････････13 

6.8.4 子どもとの身体接触時間（分／日）と愛着スタイル･････････････････････14 

6.8.5 子どもとの身体接触時間（分／日）と子どもの年齢･････････････････････15 

6.8.6 子どもとの身体接触時間（分／日）と就業の有無･･･････････････････････16 

6.9 子どもとの被接触好悪感と各尺度との関連･･･････････････････････････17 

6.9.1 子どもとの被接触好悪感と育児不安･･･････････････････････････････････17 

6.9.2 被接触好悪感と愛着－養育バランス･･･････････････････････････････････17 

6.9.3 被接触好悪感と愛着スタイル･････････････････････････････････････････18 

第７章 考察 P.19～ 



ii 

7.1 仮説の検討･････････････････････････････････････････････････････････････19 

7.1.1 仮説 1について･････････････････････････････････････････････････････19 

7.1.2 仮説 2について･････････････････････････････････････････････････････20 

7.1.3 仮説 3について･････････････････････････････････････････････････････20 

7.1.4 仮説 4について･････････････････････････････････････････････････････20 

7.1.5 仮説 5について･････････････････････････････････････････････････････21 

7.1.6 仮説 6について･････････････････････････････････････････････････････21 

7.2 子どもとの身体接触時間について･････････････････････････････････････････21 

7.1.1 子どもとの身体接触時間と子どもの年齢および就業の有無について･･･････21 

7.1.2 子どもとの身体接触少群について･････････････････････････････････････21 

第 8 章 研究の限界と今後の課題 P.22～ 

第９章 結語 P.23～ 

 

引用文献 

 

 



 

1 

子育てをめぐる現状 

近年，養育者による子どもへの虐待がさらに深刻な問題となっている。虐待への対

策は国を挙げて取り組まれており，虐待への認知も高まったことは明らかであるが，

2015 年に初めて 10 万件を超え，最新のデータである 2018 年度では 159,850 件（速報

値）で過去最高に至り，統計を取り始めた 1990 年代から 27 年連続で増加している。

このように虐待に関する相談件数は増加の一途をたどっている。さらに，虐待に関す

る調査によると，現在まで一貫して実母による虐待が全体の 6 割を占めているとされる。

特に母親は子どもと長時間一緒にいることが多く，これらのことから，育児期の母親

が，多かれ少なかれ様々な問題や葛藤を抱えながら日々育児に取り組んでいるという

ことが浮き彫りになっていると考えていいだろう。 

このように虐待が日々取りざたされている昨今，虐待に至らないまでもそのような

リスクがある母親がどの程度存在するのであろうか。虐待の相談件数の現状から考え

るに，その数は相当数いると考えられるのではないだろうか。実際，各市区町村の保

健センター等では，毎日様々な育児相談を受け付けており，継続支援が行われている

母親も多い。また、2001 年から行われている国民運動計画である「健やか親子 21」に

おいて，重点課題として「育てにくさ」を感じる親に寄り添う支援が掲げられている。

このように、虐待に至らないまでもそのようなリスクを抱える母親たちへの育児支援

は早急かつ重大な課題であるといえる。このような母親たちに着目することは，母親

の子どもに対する不適切な関わりの早期発見につながり，母親の精神的健康，子ども

の発達や安定した母子相互関係の形成にとって重要な視点であると考える。  

母子相互交渉における身体接触について 

Winnicott,D.W.（1965）は Good-enough mother（ほど良い母親）は，子どもとの

基本的信頼感を形成するため，適度なスキンシップと「抱っこ」を行い，それらを通

じて子供の創造性や積極性を発達させる遊びを巧みに生活に取り込んでいくとしてい

る。また，Anisfeld,E.ら(1990)の研究では，抱っこ紐で育てられた新生児グループは

アタッチメントスタイルが安定型となりやすいとしている。日本における研究でも，

母子間の身体接触は，母子相互の親密化を促進するうえで大きな役割を果たす（川名，

2008）とされており，その効果は，母親の対児感情を高め不安を低下させ，母子相互

のコミュニケーションという意味合いを持っているとされる。また，子には精神的安

定をもたらす（坂口ら, 2006）ともされている。麻生・岩立（2015）の研究では，母

親の抑うつは授乳と寝かしつけ場面の触ると撫でる等のタッチを少なくし，また，母

親関連育児ストレスは，なきと寝かしつけ場面の抱きかかえ等を少なくすると報告さ

れている。子どもにおいては，チック・暴力・摂食障害等の様々な心の問題を抱えた

子ども達に共通することとして，圧倒的に抱っこが不足している（渡辺，2005）とさ

れる。 

このように，母親とこどもの身体接触の意義や効果及び母親の精神的健康は，母子

相互交渉において重要な意味を持つと考えられる。 



 

2 

目的 

 本研究では，母子相互交渉における身体接触について，子どもに対する母親の身体

接触回避の要因となる心理的要因を検討し，育児期の母親の不適切な養育状況の早期

発見と子育て支援につなげるとともに，身体接触の重要性を考える。また，母子間の

身体接触についての研究を集積し補強する研究の一つとすることを目的とする。なお，

今回は非臨床群を対象とすることにより，より多様な人々の不適切な関わり方のリス

ク要因を検討する。心理的要因は，育児不安，養育システムの発達，母親の愛着スタ

イルを取り上げ検討を行う。 

仮説 1 育児不安尺度の「育児不安」得点が高いとき，子どもとの身体接触時間が有意

に少なくなる 

仮説 2 育児不安尺度の「育児不安」得点が高いとき，被接触好感が有意に低くなる  

仮説 3 愛着－養育バランス尺度の「愛着」は子どもとの身体接触時間に影響がある 

仮説 4 愛着－養育バランス尺度の「愛着」は被接触好悪感に影響がある 

仮説５ 愛着スタイルと子どもとの身体接触時間について，安定型ととらわれ型は，

拒絶型と恐れ型よりも子どもとの身体接触時間が有意に多くなる。 

仮説 6 愛着スタイルと子どもとの被接触好悪感について，安定型ととらわれ型は，

拒絶型と恐れ型よりも子どもとの被接触好感が有意に高くなる。 

方法 

１． 対象者・調査方法 

 1 歳半から 6 歳までの健児群未就学児を持ち，精神科既往歴の無い非臨床群及び

満期産（正期産）かつ周産期の異常が無い母親とした。本研究は，Web アンケー

トによる調査を用いた。調査対象地域は日本国内，調査期間は 2020 年 11 月～12

月であった。 

 

２． 質問紙・使用尺度 

 ① フェイスシート 

   子どもの状況，母親の状況，一日当たりの子どもとの身体接触時間 

 ② 被接触好悪感尺度（小野塚ら，2019） 

 ③ 育児不安尺度（吉田ら，2013） 

   1 歳半児用，2 歳児用，3 歳児用，4 歳児用 

 ④ 愛着－養育バランス尺度（武田ら, 2012） 

 ⑤ 愛着スタイル尺度 ECR-GO（中尾・加藤，2004） 

 

３． データ分析 

 調査の結果，合計 101 人の回答が得られた。そのうち回答者本人および子ども

に精神科既往歴が無いものを対象とした研究の為，精神科既往歴ありとした回答者

を除外し 85 人を分析対象とした（有効回答率 84%）。一日当たりの子どもとの身

体接触時間（以下「身体接触時間」とする。）と各尺度との関連を検討するため，
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身体接触時間と育児不安高群，育児不安低群との間に有意な差があるか、身体接触

時間に愛着－養育バランス尺度の「愛着」が影響しているか、身体接触時間と 4 分

類の愛着スタイルとの間に有意な差があるかについてそれぞれ分析を行った。また、

子どもの年齢および就業の有無と身体接触時間について有意な差があるかそれぞれ

分析を行った。子どもとの被接触好悪感とこれ以外の尺度との関連を検討するため，

被接触好悪感尺度の得点と育児不安高群，育児不安低群との間に有意な差があるか、

被接触好悪感尺度得点に愛着－養育バランス尺度の「愛着」が影響しているか、被

接触好悪感尺度得点と 4 分類の愛着スタイルとの間に有意な差があるかについてそ

れぞれ分析を行った。 

結果と考察 

一日当たりの子どもとの身体接触時間（以下「身体接触時間」とする。）と各尺度，

子どもとの被接触好悪感と各尺度との関連を検討したところ，育児不安尺度の「育児

不安」得点と身体接触時間との分析では、年齢によって一貫した結果が得られず、ま

た、1 歳半児以外の年齢児の育児不安高群で身体接触時間が多くなるという結果が得ら

れたため，仮説 1 は支持されなかった。また、「育児不安得点」と被接触好悪感との分

析では、1 歳半児と 2 歳児で育児不安高群の被接触好感が低いという結果が得られたた

め、仮説 2 は一部支持された。次に、身体接触時間に愛着－養育バランス尺度の「愛着」

が影響しているという検討では，結果が得られなかったため、仮説 3 は支持されなかっ

た。また、被接触好悪感尺度得点と愛着－養育バランス尺度の「敏感性：愛着」「親

密性：愛着」に弱い正の相関がみられたため、仮説 4 は一部支持された。今回の仮説に

おいて, 前提条件として, 不安感の強さと「愛着」の促進に関連があるとされているた

め, 「愛着」が子どもとの身体接触時間と被接触好悪感に影響を与え , また, 被接触好悪

感が高い時「愛着」が促進されると予測していたため , 得られた結果としては, 身体接

触時間との関連は確認されなかったが, 「愛着」の特に「敏感性」（自分への関心）と

「親密性」（自分に対する支えの欲求）が高いという結果は注目に値すると考える。

身体接触時間と 4 分類の愛着スタイルにおいては、安定型ととらわれ型は，拒絶型と恐

れ型よりも子どもとの身体接触時間が多くなるという結果が得られたため、仮説 5 は支

持された。被接触好悪感尺度得点と 4 分類の愛着スタイルにおいては、安定型ととらわ

れ型が拒絶型と恐れ型より被接触好感が高くなるという結果が得られたため、仮説 6 は

支持された。身体接触時間と子どもの年齢の検討では、1 歳と 3 歳で他の年齢との間に

有意な差があった。身体接触時間と就業の有無には有意な差はみられなかった。  

課題とまとめ 

今回，サンプルサイズが極端に少なくなった指標があった。分析には，サンプルサ

イズに影響を受けない効果量も使用した検討を行ったが，適切なサンプルサイズにて

統計解析の精度を向上させることが今後の課題として挙げられる。また、下位尺度と

の関連のより詳細な分析, 指標の焦点化を行うことも課題として挙げられる。加えて, 

今後, 身体接触に否定的感情をもつ母親の心理的要因をさらに検討・分析し, どの様な

身体的アプローチ（セルフ・相互問わず）を行えば子どもとの身体接触に肯定的変化
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がみられるかを心理指標・生理指標を用いて検証していくことが必要である。 

母子間の身体接触における母子相互作用促進への援助や，愛着形成，母親の心理状

態，育児不安の緩和，育児支援への活用についての研究は行われつつあるが，まだ少

なく，今後さらに知見を重ねていく必要がある。本研究が育児期における母親の子ど

もとの身体接触についての知見を重ねる一助となることを期待する。
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